
2022年５月号

発行：環境省屋久島自然保護官事務所（屋久島世界遺産センター内）
〒891-3411屋久島町安房2739-343 TEL:46-2992 FAX:46-2977

かんきょうしょうやくしましぜんほごかんじむしょ やくしませかいいさん

★ウミガメシーズン到来★

今年もウミガメの産卵シーズンとなりました。
永田浜と栗生浜ではウミガメ観察ルールが定められています。
ウミガメ保護のため、ご理解・ご協力をお願いします。

●夜(20:00～翌朝5:00)の永田浜への立入りはご遠慮願い
ます。

対象期間：５月１日～９月３０日

※令和４年度の永田浜ウミガメ観察会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止します。

永田浜ウミガメ観察ルール

●観察のルール
①観察時間は23時まで。
②栗生浜周辺の県道に路上駐車しない。
③車のライトはロービーム、海に向かって点灯しない。
④身分証を着用した監視員やサポーターの指示に
従い、勝手に砂浜に入らない。
⑤監視員から観察に係る注意の説明を受ける。
⑥監視員の誘導なしには、堤防や漁港に立ち入ら
ない。
⑦酒類を持ち込まない。
⑧喫煙をしない。
⑨砂浜でむやみに歩き回ったり、光を点けたり、騒
いだりせず静かにする。
⑩ビデオ撮影や写真撮影は行わない。

●全日適用ルール
①浜で焚き火・花火・キャンプをしない。
②砂を持ち帰らない。
③ごみを持ち帰る。
④ウミガメに触らない。

栗生浜ウミガメ保護・観察ルール

●ウミガメ保護柵内には立入らない

●焚き火をしない

●キャンプをしない

●砂を採らない

ウミガメの産卵巣の多い区域に子ガメ保護のための柵を設置しています。
地中の卵や子ガメを踏みつける可能性があるため柵内には入らないで
ください。

砂浜のいたる所に卵が埋まっています。地中の卵や子ガメ
が焼け死んだり、光に向かう習性の子ガメが焚き火に飛び
込んでしまいます。

キャンプ中のあかりは上陸するウミガメや帰海中の子ガメに
影響を与えます。※永田浜でテントを張る行為は自然公
園法で禁止されています。

ウミガメの産卵ふ化場所である砂浜の減少につながります。
※永田浜で土石（砂）を採取する行為は自然公園法で
禁止されています。

ウミガメ保護利用
専門部会HP

～ウミガメ保護柵を設置しました！～

4月20日に地元関係者・関係行政機
関で永田浜（いなか浜・前浜）にウミ
ガメ保護柵を設置しました。晴天に恵
まれ、気温も高い日でしたが、今年も
例年通り、ウミガメシーズンを迎える
ことができそうです。
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新しい職員が加わりました！
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環境省九州地方環境事務所では、
屋久島自然保護官事務所で勤務する
「生態系保全等専門員」
を１名募集しています。
詳しくは、九州地方環境事務所
ホームページ「採用関係」の欄
をご覧ください！

アクティブ
レンジャー
中本 合海

（なかもと あいみ）

★シャクナゲシーズン到来★

5月下旬から6月初旬は、ヤクシマシャクナゲ自生地での開花シーズンです。桃色から白色
の花を咲かせ、私たちの目を楽しませてくれます。
本種は標高1500ｍ以上の開けた場所に多く、特に投石平や宮之浦岳、平石岩屋などの周辺

は良いお花見場所となります。森の中でも花数は少ないですが、楽しむことができます。
ちょうど梅雨入りの頃で雨天が多くなる季節です。雨天時の登山は晴れている時よりも難

易度がグッと上がりますので、安全登山を楽しむためにも特に以下の点にご注意下さい。

雨天時は体が冷えやすくなりますので、雨が浸みないレインウェア、防寒具は必須です。
初めて行くルートで、雨の中の登山はリスクが増します。雨天時は慣れたルートを選びましょう。
単独登山は避け、天候や、危険判断のできる登山経験者に同行することをおすすめいたします。

●濡れた木の根や木道はツルツル滑って危険！
無意識に歩いていると木の根を踏んでしまいがち。水に濡れた根は非常に滑りやすいです。
木道も濡れると滑りやすく危険。いつも以上に慎重に歩きましょう。

●視界不良時は道迷いに注意！周りをよく見て。
霧や雨の時はついつい足元ばかりに注意が行きがちです。
下ばかり向いていると登山道から外れてしまうことがあり、遭難に繋がるおそれもあります。
よく進行方向を見て、自分が歩いてる道を確認しましょう。
視界を広く保ちながら、安全登山をこころがけてください。

●じゅうぶんな装備で、慣れた道を、信頼できる人と。
永田岳とシャクナゲ

開花量少なめ～例年並 遺産センター予報


